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し
、̂

«

^

が
I I

會
多
數

.
の
人
々
に
损

«

:

ふ
る
も
の
な
る
に
於
て
，ぱ、

»

令
ひ
摩
懺
的
行

1 1
,

と
.

雖
も
個
入
の
場

f

等 

し

ぐ

，
不

、當

視

し

罪

惡

、視

せ

ざ

る

を

#.
ず

，
。

自

ら

能

率

'
の

增
*

に
，
努
め
ず
徒
に
賃

‘

銀
の
値
'上
を 

.

強
要
し
へ
て
生
：產

戏

を

增

加

し

生

産

_

の
膦
貴
を
も
顧
：み

'

ず
る
.

勞
，働
組
：合

'

の
0

求
も
不
赏
な
れ
：

ば
、舉
に

.代
價
；引
上
の
爲
に
猥
に
供
給
を
：

.：制
限
す
る

,&
業
'
,家
'聯
合
の
行

.動

.も
不
键
な
り
。
人
爲 

:

f 

.

.
的
に

-供
給

.數
®

を
減
じ

■て
社

#

.1

般
の
幸
福
を
殺
ぎ
：、他
が
.窮
厄
に
乘
じ
へ
て
暴

'利
：を
貪
ら
ん
ビ 

す
る
は
勞

.働
：溝
た
る
年
：企
_

家

た

る
乙

と
を
開
.は
ず
.何

れ
I

等し
：：

く
轉
玛
經
濟
上
の

0

.

0

な 

b

o

國
K

經
濟
の

.
職
分
は
社
；會
に
於
け
る
：可
及
的
多
•數
：の
人
に

»

し
€
:可
.及
的
多
摄
の

.
财
‘貨 

■:
■
.
を
供
：給
し
て

•其
物
質

^

^

福
釔
可
及
的
蟫
大
が
ら
し
ひ
令

^

存
し
減

^

步
發
逮
は

一

に
其
.幸 

い1

湖
を
僧
進

.す
る
に

«

り
。
;:
此
.職
务
に
背

.叛
し

.て
本
來
可
熊
な
る

.其
供
输

.を
«

久
的

^

制
限
：せ
：

. 

,

ん
.

^
す
：.る
の
有

«

な
る
は

.
'復
；̂

多
«:
を
喪
；せ
ず
。

.

.從

：，
て

若
： .

し
.
.斯
.る
.行

動

を

敢

て

せ
ん
ヾ』

す
る
.

,
-
: 

笫
十
3 £
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五
1

九

)

論

說

近

時

の

^

^

政
策
論
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笫

十

露

〈

w.
r

l

o

y

‘ 

：

論

0
.

餳
の

^
傲
政
慕
. 

,

0
0
0
,

五
二 

者
ぁ

.る
に
於
て
は
：國
家
は

_

民
經
濟
の
歌
を
以
て

.
之
■を
遇
し
、社
曾
.

般
，0

利
益

.
の

代

表

*

と 

_

し
.
て
適
當
の
干
涉
制
馭
を
：之
に
加
へ
ざ
る
可
ら
ず
。

„
企
業
聯
合

.及
び
：企
業
：

<
2

同

は

^

產
の
平 

靜
を
維
持
し
' 
產
S

及

び

勞
«

«

の

生

活

安

定
^

確
保
す
る
勒
幾
多
の
利
益
ぁ

る

が
.故
に
耿 

V
.

之
を
.禁

Ih
.せ
す
ビ
雖
も
、此
ー
種
®!
體

が
^

權

カ

を

濫
/?
]

し

て

供

給

の

制

隅

を

事
e

し
代
惯
の 

別
上
を
主
服
ど
す
る
に
於
て
は
國
家
が
斷
今

’乎
‘
ビ
し
て
之
，に
干
渉
す
る
は
畢
竟
之
が
爲
な
ら

( 

1

*
"生
，產
業
教
か
沿
に
供
給
を

®

限
.し
て
自
家
の

■
利
益
を
謀
る
の
國
民
經
濟
上
有
害

-
Ji
つ
 

ー危
«

な
る
は

.各
'
業
者
等
し
く
此
擧
に
出
で
た
る
場
合

-を
想
像
：せ

ば

其

次

第

自

ら
.明
在
る
可
し

( 

R

に
_

へ
域
業
激
一
致
し

_
:て
米
；穀
、蔬

菜

真

他

各

種
0

農
：產
物
の
ニ
割
乃
.
至

：
ニ

割

，
.
の

生

產

を

減
 

じ

、

S

績
業
考
機
業
莕
典
他
各
鋪
の

h
i

業
家
及
び
鑛
山
業
，翁
'等
亦
ー
等
し
く

同
檬
の
擧
に
出
で
て 

^

に
各
库
の
生
逢
舰

'
の
.布
：©'
.
引
上

.を
針
し
た

X
「

せ
ば
其
結

.果
果
し
て
如
何
。
各
艰
物

^
 

の
、代
價
は
或

は

騰
.貴
：せ

ん
- -

而
し

v

其
騰
貴
ニ
倍
三
倍

'
の
高
猶
に
至
れ
ん
と
す
る
も
、然
か
も 

J *
:

1

:A
に
於

て
各
自
の

日
対

2
m並
に

原
料

等
：亦
等
し

く

騰
貴
せ

り
と
せ
、，

ば
各
S

の
利
す
る
所 

果
し

て
何
れ
に
か

#

せ

ん

。

結

局

社會
：：

全
般
の
在
.貨
■は
.減
少
し
、

社
^

全
員
の
-
平
均
貨
物
享
得 

淤
は

.

.等
し
.く
減
せ
ざ
る
を
得
す
。
果
し
て
；斯

-0
如
く
ん
ば
社
會
全

.般

-0
生
活
程
度
の
下
條
あ

W

I

I
I
議
1

|
讓

:I _

:

る
■
可
き
の
み
。
：
要
：

す
：：

る
:̂

供
：給
め
制
限
は
：他
の
求
だ
之
を
行
は
ざ
る

.
に
.乘
じ
一
局
部
の
産
業 

に
於
て
之
を
實
行
し
て
初
て
當
槳
赛
に
有
：利

F

る
の
み

0

I

般
に
普
及
す
る
に
於
て
は
何
れ 

も

得
る

:0
?

な
く

し

て
.
.

唯
♦

一
 

般
の
窮

2

を
加

ふ
る
：に
過
ぎ

す

C

而

し
て
社
會
全
般
ょ
り

«

れ 

ば
.
何
れ
の
場
合
に

.
於
イ
も
掼

•
.失
あ
り
て
利
益
あ
る
'こ

ビ

/I
し
。
供
給
の
制
限
に

依

气

て

0
h
y 

自
6-
_

せ
ん
ビ

.す
る
者
：は
現

®

濟
制
度
の

'
.缺
陷
を
惡
用
し
て

.：其
：消

1:
:者
：.ょ
y

一
 

種
の
！I

.

桃
を 

徴
收
し
之
を
私

'せ
ん
、匕
す
る
も
の

に
外
な
ら
ず
。

獨
占
の
弊
實
に
此
に

存

し
、經
濟
政
策

0

干 

涉
補
正

.せ
ざ
る
も
可
ら
ざ
る
點
亦
此
に
在
る
な
り
。
，

 

.

■
: 

-

V

.

:
 

0
.
.
^
. 

.

. 

.

.

. 

:

.

‘

以
上
の

-
所
倉
ょ
り
し
て
之
を

R

れ
ば
，供
給
制
限
策
は
販
賣

歡

の
限
：定
た
る
と
生
産
量

の
：刺 

限
た
：る

',
に
論
な
く

1

時
的
の
物
惯
維
持
又
は
其
引
上
の
手

.段
ご
し
：て
頗
る
有
效
な
れ

ど

も

、永
、
 

績
的
の
手
段
ビ
し
て
は
幾
多

0

菲
常
な
る
困
難
の
之
に
伴

.
ふ
も
の
あ
る
；が
上
に
其
效
果

も

亦 

0

る
：疑

は

し
く

具
國
、民
«

賤
上
甚
大

®

る
.不
利
翁
の

.
之
.に
#

ふ〕

も
.の

あ
る
を
.

免
れ
ず
。

g

し
 

て
國
段
經
濟
上
並
：に
邀
德
上
：認
容
す
：可
&

場
合
、も
.
亦
財
界
：.の
危
«
ー
に
際
し
へ
一
時
的
の
應
震 

€

し
：て
之
を

’實
行
す
：る

.
の
時
に
：注

'&
,°
'

.

: 

r

'

笕

ヤ

羅

.

.(

31
.

5

)

論
：
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說-

近
時
の
物
檄
鼉
論
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,
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論

說

近

t

の
物
愤
政
策
論
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,

1

.

'

好
景
氣
通
正
に
其

絕

頂

を
越
：へ
て
，反
動
此
に
起
ぅ
、商
人
は
其

•

在

荷
^

責

藤

ぎ

、
生
、
逄

#

亦

赞
 

.

ふ
て
其

.

製
.

品
の
處
理
に
急
な
る
に
至
る
や
、市
場
以
は

'
.

在
荷
輻

_

す
'

る
化

-

至
る
’

霉

J
.

か

こ

ゃ、
.

て
、

.

.

.

.

务.

*

 

I
. 

*

ノ 
.

.
/
( 

.購
買
者
：は
將
來
の
下
落
，を

豫

磁

し

て

復

た

，舊

：の
如
く
購
實
欲
を
表
ー
：小
せ
ず
：寧

耍

は

一

時

急

減

，

，
す
る
に
至
.
る
。

此
_場

合

に

於

け

る
%

惯
0

舉
落
は
多
く
，は

實

に

慘

儋

た

る

も

の

ド

し

て

其

急 

降
の
勢
は
殆

‘ど
停
止
す
る
所

.を
‘知
ら

ぎ

る
の
狀

.あ
り
。
而
し
て
信
用
の
緊
縮
は
愈
今
益
令
商

‘ 

，人
及
び

^

產
•者
の

K

急
：を

> 
促
進
す
る
が
故

^

、场
猶
は
；史に

.
下
落
の
勢
を
違
ふ
し
て
投
權

^
v

 

無
謀
の
買
入
又
は
生

'嫌
搬
張
を
爲
せ
る

.者
は
勿
論
堅
實
な
る
|
切
の
企
業
家
を
も
典
待
中
こ 

: '

投
じ
當
該
產
業

一

切
の
企
業
を
倒
壞
し
て
殆
ぶ
前
途
の
興
復
を
絕
望
な
ら
わ
む
る
の
狀
を
虽 

ノ)

：

.-
:
す

と

な

き

に

.非
ず
。

斯
る
人
心
競

.冷
の
際
に

■於
て
適

.當
な
る
供
給

«

跟
，策
に
依
り

T

落 

.

'

の
趨
勢
を
適
皮
に
防
卑
し

て
._人

心
の

.安
定

を
課
ら
、
一
面
相
當 
'の

窗

耍

を

喚
起

す
る
ミ
典
に
避 

:

軍
な
る
商
人
及

r

s

生
產
者

‘

の
平
靜
な
る
事
.業

•
‘ 

• 

‘
も

1

般

消

殺

恶
,

經

濟

，
の

一

牛

靜

，
の

爲

.に
も
有
利
丑

.
つ
必
要
な
る
，こ
ご
に
«
せ
り
デ

-

度
生
論
過
剩

0
:
_境
に
陷
れ

「

る
'產
業
は
勿
論

^

の
緊
縮
：を
：見

h

る
可
ら
ず
。
生

1

'

:

咨
_
.の
：或
、者
は
生
產
.：を

«

少
す

.る
の

#
.
.要
に
迫
ら
る
；可
く
、或
は
倒
產
又
は

.
廢
業
の
止

d

な
さ
こ

.. 

'
.
.
- 

.. 

:
.

....

:.

:
: 

.

I

.

.

.
 

,

f

.
 
.
 

' 

. 

- 

J

'

_

. 

1 

- 

.

.

< 

-

■ 

■ 

■ 

■

.
! 

. 

s
'

:

..
';:
至
る
可
く
、結
屈

.相
當
の

「

犧
牲

*

劣
.肷
者
を
出
ず
：は

.

.數
の
免
れ
ざ
る
所
な

K
Vビ

0

も
、其
の
此
に 

I
::
至
.：：る
の
間
、：一
時
の

.

_
激
ネ
る
反

©:
に
委
し
て
玉
石

®

清
從
業
；者
の
大

.多
數
を
嫌
し
、後
日
生
廣

. 

大
不
：足

^

事
實
現
は
る
る
に
パ
及
び
ヤ
市
價
の
昂
騰
に
依
り
新
に
生
產
者
供

；

給
者
の
復
興
新
興 

::
■

:

.を
促
：す
ち
決
し
て

.策
の
得
た
：る

.も
の
に
舐
ず
。
布
價
の
暴
落

‘
.昂
騰
相
次
ぎ
，數
次
の
振
子
的
動 

搖
を

a

て
初
て
，平
靜
に

«

歸
せ
し
む
る
は
最
桃
の
暴
落

.r
:

際
し
て
適
度
に
其
勢
を
阻
止
し
.以 

.
 

て
可
及
的
動
摇

^

少
ズ
し

/
て
可
及

.的
急
速

R

平
静
に
歸
せ
し
む
る
の
，有
利
な
る
に

‘
若
か

to,

:

'

■

一 

般
生
浩
の
安

.定
：經

»

界
の
平

.穩
な
る
ま
序
：的
發
；達
：の

爲

に

市

價
(7
)

動
搖
は
可
及
的
之
を
避

.

け

ざ

，，
る'
可
ら
す
。：
勿

'

論
斯
る
暴
落

0

阻

止

は

當

傭

の

，消

殲
^

.

, 

可
し
。

下
落
す
对
き
物

®

の
下
落
せ
ざ
る
は
明
に
購
買
潜
の
苦
痛
，な
ダ
と
雞

'
も

、
併

し

興

暴

.
落

■ 

.

A 

- 

-
 

t
, 

,
 

t

. 

を
自
然
，に
放
任
す
る
ょ

>

 

生
f

る
將
來
の
變
：動
の
更
に
大
な
る
も
の
あ
る
に
想
到
ぜ
ば
典

^

, 

.

痛
は
永
遠
の
見

.

地ょて必中
しも甚

^

し

き

不

利

に

非.
ざ

る

，可

し

。
+

恐
«

期

に

.於

て

一

、 

.

: .

時
の
間
‘

輿
供
：給
を
：制
限
す
る
は

(

必
中
し
も
當
：業

奢

0

齊
 ̂

’

.* 

, 

• 

*
. 

.
• 

•
» 

‘ 
.

■

:

/

 

:

:

も
9

'

.

ぬ
非
ざ
る
な

.

>

デ
.
.

、

：
©

す
：：

る
.
に
市
場
の
急
鏃
：に
應
す
る

1
.

時
的
の
對
應
策

W

し
て
供

’

給
の
：制
限
を
試
む
る
は
當

.
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恙
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五
1
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〕

論

說

I

の
物
傚
政
策
論
：

’

.'
“

窝

織

五

六

- 

業
^

同
盟
の
力

^
:侬
る
も
：將
た
又
政
府

.
の
.
援

助

又

：

は
：：

搀

導

、
に.依
.
'る
.

も
^

し

^.
一
 

槪
に

.排
^
す 

可
き
こ

ビ

に

非
す
。
要
は

'
市
®

を
し
て
當
然

©

着
す
可
き
程
度

©

低
位
：に：速
に
安
定
甘
し
ひ 

•̂
に
花

〜
此
安
定
依
々
當
業

.溝
を
し

.
て
愼
重

.に

.後

鵪

圖

を

爲

：
す

の

餘

.
地

を

得

せ

し

め

、
以

て 

*

價
を
し
て
徐
に「
自

然

，の
命
す
；る

所

に
«

着
せ
し

0
'
る
は
此
：
.種
.政
.
.策
の
'自
盼
な

.ぅ
。
此
目
的 

以
外
に

'
逸
出
し
て

「

冬
爲
，的
わ
永
く
市
價

.を
：雜

持

し

又

は

當

業

者
0
:利

益

を
*
.
護」

す
る
の
不
條 

理

与

っ

不

利

益
.な
る
一
次
第
は
旣
に
述
ベ
た
る
，所
以
如
し
。

金
融
界
，の
：恐
憐
.に
際
し
衆
人
不
安 

に
駆
ら
れ
て
銀
行
の
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